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平成１８年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 
    平成 17年８月４日 

上場会社名 池上通信機株式会社 （コード番号：6771  東証第１部） 
（ＵＲＬ http://www.ikegami.co.jp/ ）   
問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 松原 正樹  
              責任者役職・氏名 取締役     橋本 陽一郎   ＴＥＬ：（03）5700―1113 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

      ・たな卸資産については、実地たな卸を行わず、帳簿たな卸によっております。 
      ・その他影響額が僅少なものにつき一部簡便的な方法を採用しております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

      
 
２．平成 18年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17年４月１日 ～ 平成 17年６月 30日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況     （注）記載金額は百万円未満を切捨て表示しております。 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

1 8 年３月期第１四半期 5,002   1.8   △629  ―   △661  ―   △667  ― 
1 7 年３月期第１四半期 4,912 △29.6 ―  ― ―  ―    ―  ― 
(参考)17年３月期 35,994 738 826 604 

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

1 8 年３月期第１四半期  △11  47 ― 
1 7 年３月期第１四半期   ―  ― ― 
(参考)17年３月期   10  40 ― 
（注）１．売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   ２．平成 17年３月期第１四半期につきましては、売上高のみの開示を行っているため、売上高 
     以外の前年同四半期実績及び増減率は記載しておりません。 
 
 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等 ] 
 当第１四半期（平成 17年 4月 1 日～平成 17年 6 月 30日）におけるわが国経済は、企業業績の改善
による設備投資の増加などにより景気は緩やかな回復傾向にありますが、不安定な国際情勢や原油・素
材価格の高騰・中国人民元の切り上げなどによる企業収益圧迫の懸念など、先行きに対する不透明感を
払拭できない状況が続いております。 
 このような状況下において、当社グループの第１四半期の連結売上高は、放送用映像機器ならびに外
観検査装置の売上が前年同四半期と比べ落ち込んだものの、放送用中継車や映像監視システムの売上が
大幅に伸び、対前年同四半期比で 1.8%増の 50 億 2百万円となりました。また、利益面では、営業損失
６億 29百万円、経常損失６億 61百万円、四半期純損失６億 67百万円となりました。 
 なお、当社グループの売上は事業年度末である第 4四半期（１月～3月）に集中する傾向にあるため、
利益につきましても第 4四半期に偏重いたします。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株主資本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

1 8 年３月期第１四半期 31,592 9,039 28.6 155 44 
1 7 年３月期第１四半期 ― ― ― ― 
(参考)17年３月期 33,392 9,660 28.9 166 11 
 (注) 平成 17年 3月期第１四半期につきましては、財政状態について開示していないため記載して 
   おりません。 

 
 
[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等 ] 
 当第１四半期における財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は 17億 99百万円減少いた
しました。これは主に現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少によるものです。また、第２四半期以
降の受注物件への対応のため一時的にたな卸資産が増加いたしました。 
 負債は 11 億 78 百万円減少いたしましたが、これは主に支払手形及び買掛金、長期借入金の減少に  
よるものであります。 
 株主資本につきましては、前連結会計年度末と比べ６億 21 百万円減少し、株主資本比率は 0.3%減少
の 28.6%となりました。 
 
 
 
３．平成 18年３月期の連結業績予想（平成 17年４月１日 ～ 平成 18年３月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中  間  期 14,200 △600 △650 
通     期 37,000 500 400 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   ６円 88銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 業績予想につきましては、平成 17年 5月 20日に発表いたしました数値と変更はありません。 
 当期の業績予想を見直す必要が生じた場合には、適時に見直し数値を開示する予定です。 
 
 
○添付資料 
 １．（要約）四半期連結貸借対照表 
 ２．（要約）四半期連結損益計算書 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



【添付資料】

１．　（要約）四半期連結貸借対照表
（単位　百万円）

期　別

科　目 金　　額 構成比 金　　額 構成比

％ ％

Ⅰ

5,630 6,298

6,941 10,503

10,479 8,065

407 328

23,458 74.3 25,195 75.5

Ⅱ

6,149 6,230

87 92

1,896 1,873

8,133 25.7 8,196 24.5

31,592 100.0 33,392 100.0

Ⅰ

5,107 6,189

1,874 1,882

1,964 1,917

8,946 28.3 9,990 29.9

Ⅱ

1,538 1,738

11,569 11,512

499 490

13,606 43.1 13,741 41.2

22,553 71.4 23,731 71.1

― ― ― ―

Ⅰ 8,791 8,791

Ⅱ 116 116

Ⅲ 459 1,126

Ⅳ 421 412

Ⅴ △ 729 △ 766

Ⅵ △ 20 △ 19

9,039 28.6 9,660 28.9

31,592 100.0 33,392 100.0負 債 、少 数 株 主 持 分
及 び 資 本 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

為 替 換 算 調 整 勘 定

自 己 株 式

負 債 合 計

（少 数 株 主 持 分 ）

（ 資 本 の 部 ）

資 本 合 計

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

短 期 借 入 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

固 定 資 産 合 計

た な 卸 資 産

そ の 他

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

（参考）前連結会計年度

（平成17年３月３１日）

（ 資 産 の 部 ）

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

現 金 及 び 預 金

流 動 資 産

当第１四半期末

（平成17年6月３０日）
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２．　（要約）四半期連結損益計算書
（単位　百万円）

期　別

科　目 金　　額 百分比 金　　額 百分比

％ ％

Ⅰ
5,002 100.0 35,994 100.0

Ⅱ 4,011 80.2 28,537 79.3

990 19.8 7,457 20.7

Ⅲ 1,620 32.4 6,718 18.6

△ 629 △ 12.6 738 2.1

Ⅳ 47 1.0 213 0.6

Ⅴ 79 1.6 124 0.4

△ 661 △ 13.2 826 2.3

Ⅵ ― ― 2 0.0

Ⅶ 2 0.0 206 0.6

△ 663 △ 13.2 622 1.7

3 0.1 17 0.0

△ 667 △ 13.3 604 1.7

（参考）前連結会計年度

至　平成17年３月31日

売 上 高

当第１四半期

至　平成17年６月30日

自　平成17年４月 １日 自　平成16年４月 １日

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営業利益（△は営業損失）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経常利益（△は経常損失）

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前四半期（当期）純
利 益 （△ は 純 損 失 ）

法人税、住民税及び事業税

四 半 期 （当 期 ）純 利 益
（ △ は 純 損 失 ）
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